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様式９ 

学位論文審査の要旨 

博士の専攻分野の名称：博士（経済学） 氏名：Nurillaev Karamat

審査委員 

主査 教授 安部由起子 

副査 教授 齋藤久光 

副査 准教授 樋渡雅人（東京大学） 

学位論文題名 

Effects of Technological Change on Employment and Trade In Developing 
Economies（発展途上国における技術革新が雇用と貿易に与える影響の実証分

析）

Nurillaev Karamat 氏の論文は、技術革新が発展途上国の雇用および貿易に与える

影響を実証的に分析したものである。本研究は、3 つの主要な研究課題を中心に展

開されており、それぞれの章で異なる視点から技術革新の影響を考察している。 

第 2章では、発展途上国における製品革新およびプロセス革新が雇用成長に及ぼ

す影響を分析している。53 の発展途上国から 17,103 の企業データを用い、操作変

数を用いた計量経済学的手法を適用している。結果として、製品革新は雇用の増加

に大きく寄与する一方、プロセス革新の効果は限定的である傾向が認められた。ま

た、市場構造がこの関係に与える影響も指摘され、競争の少ない市場では製品革新

による雇用創出効果がより大きいことが見出された。 

第 3 章では、2005 年から 2020 年における産業用ロボットの導入が貿易、特に輸

出パフォーマンスに及ぼす影響を考察している。国際ロボット連盟（IFR）および

OECDの産業間取引データを用い、国内のロボット導入が輸出動向に与える効果を分

析している。産業セクター固有のロボット導入率を操作変数として活用し、内生性

の問題に対処している。その結果、産業用ロボットの導入は、中間財の輸出を先進

国および発展途上国の両方で促進する傾向が認められた。さらに、中国の際立った

ロボット化動向やロボット導入が進んでいる産業の効果を考慮（除外）しても、発

展途上国におけるロボット導入の効果は頑健であることが確認されている。

第 4章では、技術革新と競争力の関係をさらに掘り下げ、技術革新が輸出市場シ

ェアに及ぼす影響を分析している。産業用ロボットに加え、研究開発（R&D）投資や

情報通信技術（ICT）の導入が市場競争力に与える影響を 17の産業、60カ国のデー

タを用いて検証している。結果として、国内のロボット導入が輸出市場競争力を高

めることが見出され、特に発展途上国にとってその効果が先進国よりも顕著である



ことが確認された。また、R&D 投資が一貫して市場シェアの向上に寄与すること、

発展途上国の技術採用は先進国よりも他の発展途上国市場でより大きな市場シェ

アの拡大に貢献する結果が認められた。

第 5章では、これまでの研究結果を総括し、政策的な示唆を提供している。加え

て、本研究の限界と今後の研究の方向性についても議論している。 

令和 7年 2月 6日に、本学経済学研究院の安部由起子、齋藤久光、及び東京大学

大学院総合文化研究科の樋渡雅人による審査委員会を開催した。審査委員会の評価

は以下の通りである。 

本論文は、発展途上国における技術革新の雇用および貿易に与える影響について

包括的な分析を行っており、計量経済学的手法を適切に活用した高い学術的価値を

持つ研究である。特に、広範なデータセットを活用し、各国・各企業レベルでの影

響を精緻に分析している点、市場構造や競争環境といった要素を考慮し、学術的・

政策的インプリケーションを導出している点は特筆に値する。多くの先行研究は先

進国を対象としているが、本研究はとりわけ発展途上国における技術革新にも焦点

をあて、雇用や貿易のパフォーマンス向上に果たす技術の役割を明確にした点で重

要な貢献を果たしている。 

一方で、本論文にはいくつかの課題も存在する。例えば、雇用への影響を分析す

る際、労働市場のスキルレベルやセクター間の違い、各国の産業政策、産業に特殊

な技術的条件（規模に関する収穫など）をより詳細に考慮することで、技術革新の

影響がより明確に把握できる可能性がある。また、産業レベルの分析を行っている

が、特定の産業（例:製造業 vs.サービス業）における技術導入の効果をより詳細に

掘り下げることで、より政策的に実用性の高い結論が導き出せる可能性がある。本

論文の成果は発展途上国の開発戦略に深く関わる重要なトピックであるものの、具

体的な政策に関する分析を行なっているわけではない。今後は例えば産業補助金や

雇用政策等について明示的・具体的に分析することで、実践的な政策提言を提供で

きるようになると期待される。総じて、本論文は、技術革新が発展途上国の雇用お

よび貿易に与える影響を包括的に分析した点で意欲的で優れた研究であり、学術的

な貢献度が高いといえる。以上をふまえ、当審査委員会は、Nurillaev Karamat 氏に

より提出された学位請求論文について、全会一致で、博士（経済学）の学位の授与

にふさわしい内容であると判断した。 


